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2024 Summer Institute 活動報告書 
MARUYAMA Mai 丸山真衣 

The University of Tokyo 

 EAA ユース⽣として、9/1(⽇)から 9/5(⽊)まで
の約⼀週間、北京⼤学や東京⼤学の学⽣と⼀緒
に仙台で様々な経験をすることができました。
このような経験をすることができたこと、そし
て準備等に携わってくださった⽅々に感謝する
と共に、活動報告書を書いていこうと思います。 

9/2(⽉) 
この⽇はまず松島まで向かいました。 

 道中、バスの中で⾃⼰紹介をしたのですが、北
京⼤学の学⽣だけでなく私以外の東京⼤学の学
⽣もみんな中国語で⾃⼰紹介をしており、積極
性や⾔語勉強における努⼒がみられ、⾒習わな
ければとかんじました。 

⾃⼰紹介の間や教授の説明は、隣に座ってい
た北京⼤学の⼥の⼦が通訳してくれたため、さ
まざまな専攻の⼈がいることや仙台の街並みに
ついて理解を深めることができました。 
 松島では船に乗り、松尾芭蕉にゆかりのある
地などの説明を受けながらきれいな景⾊を楽し
みました。 
 北京⼤学の学⽣と話している間に、なぜ⽇本
の船の名前には「丸」がついているのかや、同様
に景⾊がいい場所は⽇本にたくさんあるのにな
ぜ⽇本三景はこの場所が選ばれたのかなど、⽇
本⼈の私でも答えられない質問をされ、毎度海
外の⽅と交流する時に感じることでもあります
が、改めて⽇本に対する知識が⾜りないなと感
じました。 
 松島でお寺などを⾒てお寿司をいただいた後、
東⽇本⼤震災で⼤きな影響を受けた地である仙
台市沿岸部を視察しました。 

津波の⽔位がどれほどであったかが簡単にわ

かる⽅法として、松の枝が残っている⾼さまで
だというお話を聞きましたが、想定よりかなり
⾼く、震災後に何度か⾼台をより⾼く作り直し
ている必要性もひしひしと感じました。 
 このように都会で⽇常を過ごしていると実感
しにくい、⽇本の⾃然の美しさとそして脅威を
より⾝近に感じました。 
 また、松林があることで内陸部への津波の到
達が遅れ、30 秒の差で外階段を駆け上り命が助
かったと⾔う⽅のコメントを⾒て、震災時の⼀
分⼀秒の状況の変化の認識や⽇頃からの防災・
減災の⼤切さ、そして震災の脅威を後世に伝え
るだけでなく知ろうとする私たちの意志の⼤切
さも再確認しました。 

9/3(⽕) 
 この⽇は北京⼤学の教授の講義を受けました。 
⾃分の専攻の経済以外の講義やさらには他⼤学
の教授の講義を受けることはほとんどないので、
とても興味深かったです。 
 「⽂明」や「⾵⼟」など、なんとなく普段使⽤
している単語でも、実はさまざまな意味を含蓄
しており、このような⼤きくぼんやりとしたテ
ーマを学ぶことも⾯⽩かったです。 
 特に、より最近になるにつれ研究⼿法は発展
していると感じていたので、過去・未来と時系列
に沿っての⽐較だけでなく、同時代でもさまざ
まな「⽂明」や「⾵⼟」を⽐較するというように、
どちらの⽐較も満遍なく⾏う研究が近代はあま
り出来ていないという⾒⽅があることに驚きま
した。 
 その後はプレゼンテーションの準備を⾏いま
した。 
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果是，乡村教师为了配合零事故的要求每天花大

量时间在道路巡逻，耽误了正常的教学工作；生产

过程为避免一切风险各种程序与审批日渐复杂，

影响了正常的生产效率。很多问题之所以暴露，不

是因为之前做得不够好，是因为在正常的生产生

活节奏下很多事情根本无法预料。人们往往希望

可以为错误找到原因，找到可以避免下一次危机

的办法，但是也许有时候根本无责可问，也根本没

有必要问责。也许本段我走得有点太远了，仅作为

一点思考的留痕吧。 

  面对不同的国家、甚至可能是不同的文明，很

多时候我提示我自己要把我们想象成相近的人，

相近的感情、相近的欲望、相近的关切，这样我们

才能避免将彼此异化、相互理解。但是如此看来，

我们和日本人思考问题的方式，也许确实存在着

某种差异，潜移默化以至于无从感知，但是又润物

无声以至于无所不在。那些时常被我们所关注的，

中国人和日本人行为习惯的区别，仅仅是通过学

习垃圾分类、污水处理这样的管理制度就可以弥

合的吗，还是说，这果真恰恰是某种深层次东西在

浅层的反映，它与神、与宗教、与我们两个国家的

人们脑中对世界、对宇宙、对使命、对意义、对无

常有常、对此岸彼岸的想象，有关系吗？这些问题，

也许还有留给未来去尝试回答吧。 

  最后以一位学姐在研讨会上的分享作结吧，

在参观受难者的新居住区时，我只是觉得他们已

经开启了新的生活，但是学姐告诉我们，对于很多

当地日本人，海啸和地震是对他们家园的第一次

毁灭，而随后的重建却好比对他们家园的第二次

毁灭，在我们这里被视为新生活的重建工作却被

给予了这样的形容，这是我始料未及的，而相比之

下，也许组织受难者参加的集体祭祀活动这样的

“精神重建”，更能得到大家的认同。人们忘记了神，

人们抛弃了神，但是神却似乎终究是不能离开我

们的身边。以我浅薄的知识，还得不出进一步的认

识和结论，仅仅经过数日的游学写下文字也终究

是一些没有任何验证的猜想，不过，也许，至少我

可以学会，对于神，对于我们不了解的一切，更多

地抱一些敬畏吧。 
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